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ネットワーク符号 Network Coding (NC) を用いた冗長パケット送信を TCPに組み込














失われた場合の再送機能を実装し、通常の TCP、無線向け改良 TCP (TCP Westwood+)、
そしてオリジナル TCP/NCに対する性能向上を示した。 
 さらに、(ii)ロスのバースト性も考慮した符号化パラメタ n,k の決定（課題(a)）およ
び動的・即時変更（課題(b)）のために、ロスの発生率だけでなくバースト性を定期的




 最後に、(iii)送受信者が通常の TCPを利用できる TCP/NC Tunnel（課題(d）(e)）で
は、TCP/NC Gateway を設計し、エンド端末間が通常の TCP の場合でも、TCP/NC 






の TCPを利用できる TCP/NC tunnel手法の提案とそのシミュレーション評価を示す。
最後の７章は、全体を総括し、将来課題とその解決方法を議論する。 
 














合フロー数が少ない場合の TCP/NC Tunnelとエンド端末間 TCP/NCの性能比較、な
どについて質問がなされたが、いずれも著者から満足（明確）な回答が得られた。また、
公聴会においても、多数の出席者があり、種々の質問がなされたが、いずれも著者の説
明によって質問者の理解が得られた。 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が、博士（情報工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
